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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

連携先企業名 株式会社昭宝製菓 担当者名 代表取締役 中藏 昭三

地域連携活動の概要

・地域連携活動のねらい
 地域の企業と連携し活動をすることで、利⽤者と地域との接点や関係を作り、
 地域で利⽤者が活躍できる場を増やすことで利⽤者が就労を継続し、
 利⽤者が希望した場合に、⼀般就労へ繋がる道をつくる。

・地域にとってのメリット
 株式会社ライフラインは活動場所から近く、
 箱折り・梱包作業に日々取り組んできた実績があるので、
 地域の要望に応じて、日々の納品数に柔軟に対応することが出来る。
 出来⾼制のため、コスト管理が容易。

・対象者にとってのメリット
 社会⼈として⾝につけるべき挨拶や丁寧な⾔葉遣いを⾝につけることが出来る。
 作業をする中で自分に出来る仕事・得意な仕事を探し、自ら主体的に仕事に取り
 組む姿勢を身につけることが出来る。
 皆で協⼒して仕事を完成することの達成感、互いに助け合うことの⼤切さを実感
 することが出来る。
 

・利⽤者同⼠が助け合い、互いにフォローが出来るようになった。
・素早く作業を進め、手が空いた場合は次の作業指示を聞きにくることが
 出来るようになった。
・自らの失敗を自ら報告し、謝罪が出来るようになった。
・苦手な作業にもチャレンジし、出来るようになった際には喜べるようになった。
・出来なかった作業についても、自分にその作業をさせてほしい等、
 ⾃分の意⾒が⾔えるようになった。
・ダラダラと作業せず、時間配分を考えられるようになった。
・施設外就労先での備品等を丁寧に扱えるようになった。
・何を求められているかを主体的に考え、よりよい作業提案が出来るようになった。

連携先の企業等の意⾒または評価

株式会社ライフラインは、前年度に引き続き、上記のとおり地元企業である弊社と連携し、菓⼦類の商品製造に関わっています。
弊社内で製造した菓⼦を、株式会社ライフラインの利⽤者の⽅々に梱包まで⾏ってもらうことで、弊社の商品は全国で販売することが出来ています。
弊社における施設外就労は、出来⾼制で作業を⾏ってもらっており、効率的かつ確実に作業を進めて頂いており、⼤変助かっております。
また、利⽤者の⽅々からも弊社は働きやすいと⾔って頂いており、
今後は更に株式会社ライフラインと連携して、利⽤者の⽅々が地域で活躍できる場を提供していきたいと考えております。

活動場所     ︓⽯川県加賀市箱宮町カ３０番地
実施⽇程     ︓令和３年４⽉１⽇〜令和４年３⽉３１⽇

実施した生産活動・施設外就労の概要
・土産品（菓子類）の箱折り、箱詰め、梱包・シール貼りをし、
 段ボールに⼊れて、台⾞に乗せる。
・主な菓⼦類…⿊みつ⽻⼆重餅、⼤桶⾕⿊たまごしょこら
・作業後、スタッフが当日の作業分について納品伝票を起こし、日報を記入。
 同時に作業をした菓⼦のシールの貼り付け後、掃除⽚づけをし施設外就労終了。

 利⽤者数︓１⽇あたり １５名程度

別紙参照

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書
事業所番号

事業所名 株式会社ライフライン 1710600378
住 所 石川県加賀市湖城町２ー３３５ 管理者名 澤田 純子
電話番号 0761-75-7850 対象年度 令和３年度

様式１


